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陸幹甫

柑尚志

江部洋一郎 京都市・高雄病院

大友ー大 秩父市・大友医院

岡田研吉 前橋市・北京中医学院留学

金子正幸 掛川市掛川市立総合病院

沢井洋征 広島市・広島鉄道病院

田中実 大阪市・第一病院

土佐寛順 誌塁瞑宮部山医科薬科大学附属病院

羽賀逹也 愛知県・海南病院

馬場礼三 名古屋市名古屋大学医学部附属病院

平馬直樹 塁塁靡嘉9研究所附属東洋医学

深谷直樹 名古屋市名古屋大学医学部附属病院

松原正紘 広島市・松原内科医院

牟田光一郎 熊本県・牟田医院

森 雄材 神戸市・神戸中医学研究会

（五十音順）
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●ゲスト

伊藤 良 神戸市・伊藤内科

矢数道明-I魯冒醤農研究所附属東洋医学

●通訳
菅沼伸
兵頭明
真柳誠

安井広迪 — それては， 第2回日中・中医学研究会の

藻方理論シンポジウムを始めさせていただきます．

陸先生， 捐先生， 遠いところをお越しいただきまし

てありがとうこでざいます． 陸先生はもう去年のことを

よくご存じて
‘
いらっしゃるのて， どういう形式てやる

かということはおわかりと思います． 雀先生は初めて

て
‘
すが， すぐに様子がおわかりになると思います． よ

ろしくお顧いいたします．

まず， 斉藤輝夫先生から 「皮府疾患」に関する報告

をお顛いします．

斉藤輝夫 一 ―ー よろしくお願いします．

アトビー性皮附炎てはてこずっております． 一部よ

くなった症例もありますの名よくなった症例をまず

見ていただきます． たぶん， ずいぶん余分な薬も使っ

ていると思います． こういうのは必要ないとか，いろ

いろこ，，意見をお聞きしたいと思います． 最後に， どう

してもうまくいってない症例に，何かコメントしてい

ただきたいと思います． そういう意味て悩んている途

上の人間てすのて
‘
， いい治僚法が引き出せればと期待

しています．

症例 1 接触性皮膚炎

斉藤—ーー最初は竜胆潟肝湯を使った症例て
‘
す．

症例1

●女，44改，身長153cm,体重48kg.

●1982年11月1日より 高血圧にて竜)jl-l_i窮肝湯加減

て治療している ． Jfll圧は130~40/SOmmHgと安定

し，のばせ ・ 便秘などもおさまっていた．

●1983年2月10日 3日前に1年ぶりて髪を染めた

ところ，かぶれて強い痒みが生じた．

処方：造胆潟肝湯加滅

石脅50g,生地黄10g,竜jjll_-{f・柴胡・黄苓•1li.1i1/,- • 

当帰・沢淑・木通各6g, 11,t厄了·・黄連・贄柏・11 l,’9 

各3g, 5日分投与．
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斉藤一―ー 砲lllli科lII:i場と訊辿vir1枯湯 を合わせたような

処）jてす． それにイi行 を加えました．

，り物によりますと， いろいろな湿疹の薬として除湿

；煤 を1如 ヽますが， そのなかて消熟利湿の初jl[iぼilj•I··湯て
｀

す．

)jll滅 を，；）しみますと， 疱lll［潟肝湯のなかて
‘‘
, ),,i所の炎

1，ドが1よだしいものには黄辿 を加え，1
＇,’:j熱 を発している

ものには， イi音30~60g を加えると；りかれています．
発熱はありませんてしたけれ ども， 発赤と痒みという

ように炎症が強いのて
ゞ
，黄辿とイ｛‘行 を加えてあります．

柴胡 を加えたり，｝j|lえなかったりしますけれ ども，

特に且の湿疹には柴胡が必要だというのて， 柴胡 も）JII

えてあります．

5 II分投疫したのて
‘｀
すが， 次に米たのは1211後て

｀

す．

● 2月22日 ：虻を1lli)1jしているIlilは）ゞ部分よかった

が， ：』どがなくなってから1やみが崩強し， グジュグジュ

して1n·jj仇ヽ，

処方：，、i:i:)jlljti/11場・令鑑ii'i)巫＼散）Jll滅

1iij)jのイi脅を80g, 牛地黄を20gとし，）fiifド・,',’,'参・

岬退．，叔＇蒻u. 久111:)••各6 gを配介

7 11分投り·.

斉藤 前の処）jのイi行を50gから80gにしまして，

/1 ・：地黄も10gから20gに妍やしました． そして釉風・

賑晶・涼l(IL楽 を加えました．

次に米たのは 1週間後てす．

● 3月 1日 3 ~4 11して秤みが非常に軽快した．滲

/1',i仮は見られなL 、 .

ただし， 人便は11f11 /I',るがすっきりしなL 、 .

処方：1fo)j}JII)凶＇i l g 

1411分投与••

● 3月17日 1辿1:illiijから秤みがii'i火）文1村もきれい
1こなった ．

●2月22日 ●3月1日 ●3月17日
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斉藤―3~ 4日服んてから痒みがとれまして，非常

に楽になりました． 軟音は何もつけておりません． 大

便は毎日出るけれ ども， まだすっきりしないというこ

とて
‘
， 生の大黄を 1 g加えました．

それて結局は治癒したという症例てす．

安井 どうもありがとうこでざいました．

●質疑応答

この症例に関して， ご質問こで
‘‘
いますてしょうか．

A― かぶれたのは初めてですか． 前にもかぶれてい

るんて
‘
すか．

斉藤一―—初診が11月1日て
‘
，そのときは起きておりま

せんてすが， そういうことはあったんだと思います．

後て
‘
見てみますと， とき どきかぶれたりしているよう

な感じの皮附てすから．

A-- — 白髪染めだけてなくて，ほかのてもかぶれるよ

うなことは．

斉藤一—ーかさかさしていて，とき どき痒いということ

を訴えておりました．

A-ふだんから皮附疾患をもっているんてすか．

斉藤―もっているというか，非常に乾燥ぎみの皮1将

なんてす．

A ―慢性てずっときたものが，刺激て急性に悪化し

たものてはなくて， このときだけ急性てきたものてす

ね．

斉藤ー�そうて
‘
す．

安井 ―この症例のボイントは どういうところてす

か．

斉藤 ―- ― 竜胆潟肝湯は，糖尿病における陰部の湿疹と

か， 肝経に沿った湿疹にはしじゅう使われるものてす

けれ ども， 急性期て湿熱が非常に盛んな場合には， 竜

lll1潟肝湯を基礎にして， 石音とか黄連とか清熱薬を加

えて対応てきるんじゃないかということです．

A--—竜胆潟肝湯は， 一般的にいえば下焦湿熱 ・ 肝経

湿然に使うわけてすね． 湿疹の急性症状は， 概してい

えば裏iiEてなくて表証て
‘
すね． だから， 消風散のよう

なものを使わずに竜胆潟肝湯を使ったという理由が聞

きたいわけてす． 下焦の熱の存在を思わせる症状がほ

かにあったのか どうか．

斉藤＿普通は下焦の湿熱ばかりをいっていますけ

れ ども， 肝経の湿熱ということて
‘

す． 耳も肝胆経て
‘
す．

竜胆潟肝湯と名前のとおり． （笑）これは慢性じゃなく

て， 急性にも十分使えると思うわけて
‘
す．

B —古方的には，越婢湯の加減法とか麻杏甘石湯の

加減法， あるいは麻黄連紹赤小豆湯とか， いろいろ使

うと思うのてす．

事実， 私は農薬てかぶれたようなすこミい手を， 麻杏

甘石湯に黄連解毒湯を加えたような処方て
‘

， 比一的早

く治しているわけてす． 本来， 麻杏甘石湯とか越婢湯

には石脅が入っていますから， 先生のやったよりも工

夫なく使えるわけて
｀
す． （笑）

A-- —石脅を加えるのは肺と胃の熱てすね． だから，

石脅を加えると， 経絡的にはちょっと迪ってくるよう

な感じがするんて
‘
すが．

●竜胆潟肝湯は適切である

安井 一―— このへんて， 陸先生に，この症例全体と今の

討論を通して， コ メントをいただきたいと思います．

陸— 竜胆潟肝湯て
‘
すけれ ども，日本て用いられる場

合には， 柴胡は使わないんてしょうか．

B ―入っているのと入っていないのと両方ありま

す． 2種類あります．

陸—桂枝湯て桂枝を使わなかったら桂枝湯といえ

ないように， 方剤学的な観点から見るならば， 主薬と

いうのは絶対に取り除くことはてきないわけて
‘

す．

私の観屯て申しあげますと， 竜胆潟肝湯から柴胡を

取り除いたら， もう竜胆潟肝湯とはいえないと思いま

す．

この症例は典型的なものてす． 高血圧の病歴があっ

て， 便秘もある． 頭がクラクラするとか耳鳴りがする

とか， そういったような症状もあったんじゃないかと

思います． これて脈が弦脈だったら， 確実に竜胆潟肝

湯の症例といっていいてす． 舌腐が紅くて， 舌苔がち

ょっとても黄色かったら， まちがいなく竜胆潟肝湯て
｀

す．

まず湿があって， その湿からだんだんと熱が生じて

きたのだと思います． 熱の場合には， 数脈かもしれま

せんが， この場合は湿熱て
‘
すのて， 弦脈は必ずしも数

を伴ってなくてもよろしいと思います． とにかく， 舌

が全体的に紅っぽい， そして舌苔ヵ噴いて黄色かった

ような場合， そして脈が速くなくてもよろしいて
‘
すか

ら弦脈だったら， まちがいなく竜胆潟肝湯の症例て
‘
す．

この竜胆潟肝湯を思いつかれたという点をまず肯定

し， すばらしい処方だったと思います．

B ―この例は確かにもともと肝胆の熱の状態があ

って， それに対して竜胆潟肝湯を使っているわけてす

ね． そこに， 白髪染めという別のファクタ ーが加わっ

て， この皮府病が発生した．

この皮附病を肝胆湿熱だと肯定するとしても， すて
‘

に数力月間竜胆潟肝湯を使ってるんて
‘

すから， 肝胆の

湿熱はある程度解消されていたのてはないか． それな

ら， 白髪染めてさらに肝胆湿熱の皮府病は起こりえな

いのてはないか． そう思うんて
‘
す．

この皮附病が， 肝胆湿熱てあるという根拠は どこに

あるんて
｀
すか．

陸一·� （笑）

まず， 肝経の循行部位に典型的に出ています． あと

脈て
‘

す． これはもう確実に弦脈て
‘
す．

B ― 弦脈って書いてないて
‘
すよ．

陸—書いてありませんけれ ども，もしもこの人が弦

脈てなくてこの処方をしたら， 絶対に問題が生じてし

まいます．

もしも脈が弦てなく舌質が紅くもなくて， この竜胆

潟肝湯をこれだけ処方したら， 大便は軟らかくなって

しまいます．

もしも脈とか舌に自信がもてなかったら， 薬をもっ

て病を計ればよろしいて
‘

す． 薬を処方した結果から，

この人の脈は どうてあったのかと， ひっくり返してみ

ることもできるわけて
‘
す． 脈が弦て舌が黄だったら，

確実に竜胆潟肝湯て
‘

治ります． 問題は出てきません．

竜胆草は大寒大苦てすから， もしこの証じゃなかった

ら， 絶対に問題が牛じています． 杵·辿の人が服んて問

題が生じない薬てはないわけて
‘
す．

●部位（臓腑・経絡）との関係
B —接触性皮府炎というのは，接触した部位てあれ

ば どこても出ると思うんてす． これはたまたま）l|
―
-）ll椎苓

に出ているわけて
‘
すね． ほかの場所なら どうなんてす

か．

先生のいい方てあれば， 各場所によって全部処力が

違うというような可能性がありませんか．

それて
‘
， 脈が弦て

‘

， 舌が紅て
‘
， 苔が黄ということて

｀

あれば， 古方てあればいろいろな処方が考えられます

ね． 例えば肝胆ということてあれば， 大柴胡湯の加減

方なんかも考えられると思うんて
｀
す．

陸 ――— 先ほ ど出た麻杏甘石湯は合っていると思いま

す．

B —麻杏甘石湯を肯定するならば，肺ということに

なりますね．

陸 いろいろな皮附疾患があるわけて
‘
すけれ ども，

接触性のものとか， アレルギー性のものとか， 感染に

よるものても， フーフーとあえいて
｀
いるような状態て

‘
,

少し汗が出る， そして胸苦しい•口が渇＜ •あまり水

な どが飲みたくない ・ 大便不利， こういったような症

状がいろいろと出ていた場合には， 麻杏甘石湯が適す
るわけて

‘
す．

B ― そういう症状はなくてもいいんじゃないて
｀
す

か．

陸— その症状のうち3つもあればよろしいて
｀
す．

潟肝 ・ 潟肺はいずれにしても同じようなもので）h|i

熱を潟すと， 肝の熱もある程度潟すことがてきます．

て
‘

すから， そういった意味ても弁証が必要て
·•
す．

古方ても後世方ても， いずれにしても， ともかく治

れば それが合っているんてあって， どこのすばらしい

方剤ても， 治らなかったらだめだということてす．

C ―ちょっと基本的なことになりますけれ ども，先

ほ ど経絡のお話をされましたが， 臓）jJ/fというものと経

絡というものと， どの程度の一致性があるんて
｀
しょう
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か．

たとえばIl-l
牽
•経に 1支1行韮状が出てお り ましても， 臓腑

の考えて
‘
いきますと）支/\�;は肺に 人 り ますから， ｝如料 に

何か出ていると L ヽう こ と は， 臓腑の 考え）jからいえば，

肺の症状じゃないかというふうに思うんてす．

陸ー一ー 弁証の 方法論というの はたく さ んあるわけて
‘

すけれ ども， 重点 をつかめばいし 、んてはないかと思、 し 、

ます．

私の考えて は， まずII成II府弁証をして， 確尖 にいろい

ろな根拠があって， こ れだという こ とて一つの結論が

森き 出 されるならば， そ れ に 対処するような）j剤を処

)jすれば し ‘ し 、と、1似 ヽます．

もしも そ れて
｀
は杜廿処が足 り ない場合に， 初めて経絡

を 考える． そ して経絡学的 に こ うだという こ とて
｀
処）j

をつくる． そ ういったような場合もあるわけて
｀
す．

●石壱について

陸 処）jの内容について 見てみたいと思います ． イi

行て
”
すけれ ども， こ れ を加えるべきか， そ れとも加え

るべきてはないかという こ と については， JJl lえてもL 、

いと思います ． こ の）j削のように 人れてもかまわない

と思いますが， 入れなくても令然かまわないと思いま

す ． （笑）

熱があるとき に はだ し ‘ fこ し 、 ， イ i'合を 発想するんてす

けれ ども， Iむ）jli_i屈iH I
9
·湯て治ると し ヽうi,{I汁， i.があれば， イi

91]を 加えなくても， 筒単 に/j l')jl［の札砧熱 を取 り 除く こ と

はてきます．

ィ．t,f『の帰経は， 先ほ どおっしゃったとお り ，）!diと胃

てす． ）h|iに 熱が附して1咲滞しているような勘介 に は，

イ i’行 を加えるべきて
‘`
す． しかし， こ の茄例 を 見 ま すと，

)I巾に 然のある症状は一つもあ り ません． こ の症例の場

合に は， イ」行を加えて治ったわけなんてすが， イi、合が

功 を炎したのか， そ れともイi'合を取 り 除いても， l, iJじ

ようなかたちて
‘‘
治ったのか どうかというのが問題てす ．

肺 に 然 はないにもかかわらず，）hiiの熱を制するイ i•ii•• 

を， こ れだけ処）jしたという こ と になると，）!diの熱 を

取 り 除くというよ り も，）hii氣を泊すると し 、う こ とがて
‘‘

40 

きたわけて
｀
す ． そ して そ れがII'1l桜的に， 結）， 1i は/j|••氣 を

抑える こ とがてきたという こ とて
‘ヽ
， 治ったんじゃない

かと、1ど、 し 、ます ．

中1'及学て は， や は り バランスというのがたいせって

す ． ＇‘狐1．い
＇
れとイ·i•i了を こ れだけ処）jしますと， ｛，iり作） IJと

して食欲がかな り 浴ちてくるんて はないかと思います．

泡）lI [ I'れ を こ れだけ少なくして， ィ i‘行 を 多め にしたのて

晶ll作） I Jが出てなかったかとも思いますけれ ども， 位）jll

1店 を 多くすれば， イi‘行を出 す必要もなかったんて はな

l 、 かと、1也 、ます．

ただ， I
ヽWJI I)'店の: , :.:が 6 gとJ|•常 に 少ないのて

‘
， そ の

少ない分をイi音て補おうという 、9謡味て は， こ の処方の

なかて
、
イ j·,芳がある私渡の役割 を果たしているんて はな

し 、 かと思、L ヽます．

D -― イi行を 仙うとき は，1| 渇があるの を),�本に する

んてすか． なくてもけっ こ う効く場合があるんてす ．

1 1渇 に はあま り とらわれなくてよろしいんて
｀
すか， イi

9
行を仙う場合 に ・ ・ ・ ・ ・ ・・

陸――- i！砧熱の場介は湿があるのて
‘
`, | l渇はまずあ り ま

せん ． もしあったとしても， あま り 飲まない． 飲みた

がらないというのが札砧然のときの状態なんてす．

イi‘酋に 1刈しててすが， もしもの どが渇くんだったら，

)| jいて し 、 し 、と思、し 、ます． 1 | 渇がなくてもイi行を•（史って

し ‘ L 、 かと し ヽ うと， あま り 必要なL ヽてす ．

)hiiに 岡熱があるような均介な どにイi行を初めて仙う

わけて
‘
し こ の甜例のよう に そ れがない場介に は， 必要

な し 、と、1ど、 L ヽます．

D -― こ の茄例 に 関係なく，イj·行を 1史う場合の I I椋と

して， Ll渇はあま り いわなくてよろしいんてしょうか．

陸――— 何の1西氣なのか，どういった ，；正なのかて辿いま

す ． 1| 渇のイi無て1| jいるとか） l lいないと l ヽう こ とて は

なくて， や は り 適する ，；正が必要だと思、います．

C -― 先ほ どの話からしますと，｝支）村が，｝此 、というの

を， ）!diの熱ととらえてイi行を使ったとすれば， かな り

JI1リ： llが介っているんじゃないかと思うんてすが．

陸 そ れ は辿います．

B -- I又省 し な さ い． （笑）

C --—反省します． （笑）

●竜胆草 ・ 柴胡 を増量する

陸 ――— 私が こ の症例 に 対して処方 を ，いくとした場合

に は， 造）j訊＇j_と柴i＼月の址を 多め にします． もともと こ

の忍者 さ ん は高JU旺の病梱をもっているわけて
‘
す． 高

l(l廿じて
‘
すから， 柴h1]の址がちょっと難しいてすけれ ど

｀

も， 私が こ の症例 に対して処力を出すならば， 竜）llt卓

を30g, そ して柴胡 は15g ,'片します． 泡胆i紛l干湯のな

｀かても ， こ の竜胆草が一番の主薬の位；性 にあ り ますの

て
‘
， やは り こ れの凪を 多め に 出 す必要があ り ます．

問題 は， こ の竜胆·1'れの斌が少なかったとい う こ とて
‘

す ． 砲ll1l草の址をもっと多くしておれば， こ の症例は

もっと ！ 1.!.く治ったと思います． イi‘
1牙が こ の造）l11草の足

り なかった部分を補ったんじゃないかとは思、いますけ

れ ども．

雀尚志 — 私たちのと こ ろて も， こ ういった症例と

か， あらゆる原因， アレ ルギー性のものとか光線によ

って皮li,i炎が起きたような場介ても， だいたいこ うい

ったかたちて処）jするわけてす． 普辿てしたら， 3 II 

から 5 11くらいて治るんじゃないかと思います． （笑）

陸 先ほ ど表証という吾菜が出ましたが， 発熱 ・悪

寒があって表証という こ と に なるわけて
｀
す．

迎）ll-ti窮／11場が， よぷ北 に 対しても効果があるかという
こ と にな り ますが， 2つの問題に ついてはっき り さ せ

る必要があ り ます．

こ の茄例は， もともと湿熱 をもっている人てあ り ，

そ してまた外から邪氣を受けた こ と によって， 発病し

たわけてすね．

こ の場合 に， 竜）IU篠ill l湯のなかの柴胡が表証を治療

するもの名15g投与すればいいと思います． もし表

証があったとしても， 表証はすぐ になくな り ます．

●関連する 問題

陸 ――— ちょっと話題を変えますけれ ども，先ほ どから

脱因 をかな り 究lり l されてお り ました． 何かのかぶれ に

よる アレ ルギーみたいなものなのか， そ れとも何かの

炎症なのかという こ とて
｀
すね． こ れは現代1'K学的 に 見

ると， まった＜ 性，l1f的 に辿ってくるわけてす． ただ 中

医学ては， アレ ルギーといったような 言 菜はないわけ

てす． 中医学て は証を強調しますから， 現代1'尺学的 に

見た場合に どうてあるかはまった＜ 閃係なく， 例えば

こ の症例の場合に はII|••経の湿熱という こ とてあれば，

そ れてもうよろしし 、と思います．

いずれにしても， 臓腑のバランスが失調した り 、 生

耶機能が乱れたような場合に， 臓腑の甜状がいろいろ

と現れてくるわけて， 現代1矢学的 に そ れがアレ ル キヽ＿

なのか， そ れとも炎症なのかというよ り は， 中医学て
‘

は証をとらえるという こ と になるわけて
‘
す．

こ の症例の場合 に は， Jlf経の湿熟てあるという こ と，

肝という臓に湿熱があるというよ り は， ートから ド に 全

るまての肝経に湿熱が倅滞しているというふうに 考え

ればよろしいと思、 L 、ます．

私も臨床において， よくアレ ルギー性のI文 1行炎な ど

を診ます． もう痒くて痒くてたまらないというような

症状てす． そ ういった症例て， 脈が弦脈て
‘
． 舌を 見た

ら黄色くなって し 、たら， 砲/Jli篠J/J I••湯て効果はあがると

忍います ． ただ， Jlf経の湿熱という弁，i正は， 確定して

いなくてはいけないわけてす．

lill詣生風の場合に は帰jli嗚． 女性て生狸のとき に皮

li号 に 炎症が起きて痒くてたまらない， 頭から ドまて
｀
秤

いというような鳩合に は， 四物湯 に 防風・蝉退を処方

します． そ れらはだいたいアレ ルギーて
‘
す ． 現代朕学

ても アレ ルギー に対する新欽がいろいろとあるわけて

すけれ ども， 中医処力 を使ったとき ほ どの効果はなか

なかあげられないと思います．

雀 — 湯液 を処）i さ れた以外に，｝，3］所に軟行な どお使

L ヽ にな り ましたか．

斉藤一一ー使ってないて
｀
す．

皆 ー一 こ ういったような湿疹な どの場合 に も． 将辿．

軟脅は ほとん ど使わないて
‘
治すんてすか．

斉藤＿ こ の症例 に は、 ほかの旅i|;、元ても （史ってお り ま

せん． 私もあま り 使いません．

音 ー一私は 内科て
‘
, 1文）村科 に 対して は 索 人 に 近いんて

‘

4 1  



す け れ ど も ， 私の病院の皮府科の先生な ど の話を間 き

ま す と ， こ う い っ た よ う な場合に， い ろ い ろ な 中医薬

の軟脅を使っ て い る と い う こ と て
‘

す．

胡麻油て練っ た よ う な薬か， 水に溶か し た よ う な薬

を使 う こ と があ り ま す ． ジ ト ジ ト し て い る よ う な場合

に は， 胡麻油て溶か し た も のて
‘
， あ ま り ジ ト ジ ト し て

い な い よ う な場合， カ サカ サ し て い る よ う な場合てす

と ， 水に溶か し た も のてす．

斉藤一—ー 中医学の塗 り 薬 も 研究 し た い と 思 う んてす

け れ ど も ， ま だ そ こ ま て勉強 し て お り ま せん ．

症例 2 湿疹
斉藤一 ―— そ れては次の症例てす．

症例 2

● 男， 1 1歳 身長143cm, 体重39kg.

● 初診 ： 1982年10月 29 日

● 現病歴 ： 1 年前よ り ， 手 ・ 足 ・ 背 ・ il要に大粒の湿疹

がてき ， い ろ い ろ と 治僚を受 けたがま っ た く 無効てあ

る ．

痒みが強 く ， 秋の ほ う が夏よ り も 痒い と い う ． 口渇

があ り ， 大便は正常．

舌苔は黄賦 舌質は徽紅

処方 ： 草藷滲湿湯加減

生地黄12g, 惹政仁 ・ 滑石各10g， 韮解 ・ 荻苓 ・ 沢潟 ・

黄柏 ・ 牡丹皮各 6 g, 通草 ・ 甘草各 3 g 

14 日 分投与．

陸― こ れは さ っ き の と ち ょ っ と 違い ま す ね ．

斉藤一―ー湿熱が主体だ と 考 え ま し て， 韮解滲湿湯加滅

と い う の を使い ま し た．

グジュグジュ し た， 出っ張った感 じ の湿疹に は草解

滲湿湯がい いんてはな いか と 思っ た わ けて
‘
す．

草解滲湿湯に生地黄 と 甘草を加 え ま し た ． 舌質が ち

よ っ と 紅み を帯びて い た のて生地黄を加 え た わ けて
‘
す．

● 11月 15日 1 週問後よ り 滲出液が滅少 し て乾燥 し

42 

●1 0月 2 9 日

1 1  



始め， 1 1渇 ・ 1やみ も 滅っ た．

詞処）j を 14 LI 分投•Ij··

● 1 1 月 29 日 さ ら に 好転．

lti)j に 、 社J北 ・ ）！；：朴 ・ 陳／文 各 6 g を加 え る ．

14 1 1 分投与．

斉藤 ー 1 1 月 29 1 」 に は， 舌苔があ ま り 改善さ れな い の

て
‘

， 二陳湯の意味て
｀

｛和1
｀

じ ・ 肘朴 ・ 陳皮 を 加 え ま し た ．

● 12月 13日 坪み は ほ と ん ど ii1失 し ， 皮府の没潤 も ほ

と ん ど な い． し か し ， 舌苔はイ＜変てあ る ．

1りi )j に， 黄 苓 6 g, 猪苓 ・ 木辿各 4 g, 泡ll屈＇i ・ 1 1 1

杞 {• 各 3 g, 席香1 . 5g を 加 え た．

14 1 1 分投 与．

● 12 月 25 日 姫眼を残すのみ と な っ た．

hil処）j を 14 「 1 分投 ’j··

以後米診 し な L 、 .

斉藤 12月 1 3 1 1 に は， 舌苔があ ま り 変化 し な い も の

てす か ら ， 黄苓 ・ 疱11I1草 ・ 山栃子 な ど の対i·熱化湿莱，

猪苓 ・ 木辿の利水薬， そ れ に 芳香化湿の醤香を ち ょ っ

と 加 え て み ま し た．

12)  1 25 日 に は搬痕 を 残 す だ け てき れ い に 治 り ま し

て ， こ れて米院 し ま せんて し た．

A -1贔熱がか な り i農厚 に あ っ て ， そ れて夏 よ り は秋

が痒い と い う のが， ど う も 僕は理解てき な い んてす ．

斉藤 ― そ こ て生地黄 を ち ょ っ と 加 え て み た ん て
‘‘

す ．

（笑） 要す る に湿熱が長 く 僻 ま っ て い る と 傷［会 を 起 こ

すのて， 涼JiJl ・ 滋陰 し て や ろ う と い う 、総味て使い ま し

た．

陸――— 熱地黄を 加 え た ら ま ち がいてす ね． （笑）

斉藤 一―ー 熟地黄は加 え て い ま せん ．

安井 ― そ のへんてち ょ っ と コ メ ン ト を ・ ・ ・｀

陸 ま ず， こ の症例 を 見 て 一番最初 に 気づ い た 印 象

な ん てすが， 治すの に ず いぶん時間がか か っ た と い う

こ と て
｀

す ．

そ の1ふi | -KI は ど こ に あ る か と い う こ と な んて
‘‘

す け れ ど

● 1 1 月 1 5 日 ● 1 1 月 29 日
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も ， そ れは薬の使用址があ ま り に も 少な か っ た と い う

こ と て
｀

す． も う あ と 1 年 も す る と 12歳て
‘
， 私た ち大人

と 同 じ だけの量に な る わ けてす．

斉藤― こ れは先生 に お会い す る 前て し たのて （笑）

こ の と き は ま だ麗が少な い んて
‘
す ．

陸― こ れは 3 歳以下の子供が服用 す る と き の使用

星て
‘
す． （笑）

● 生地黄について

陸― こ こ に生地黄を 加 え た と い う の は， こ れは も う

最高てす． 生地黄を使っ た理由 と い う の は簡単てす．

生地黄の主な作用

①旋陰 増液

②涼Ifll • 散血 ・ 散開

A ―散血は固 ま ら な い よ う に す る んて
｀
すか．

陸— ぇ ぇ ， お っ し ゃ る と お り て
｀
す．

温病の な かて生地黄がい ろ い ろ と 使わ れて い る んて
‘

す け れ ど も ， そ れの主た る 目 的 と い う の は， 2 番目 に

あ り ま す涼血 ・ 散血て
‘
す．

こ こ て生地黄を使っ た の は， 本当 に最高て
｀
す ．

こ の患者さ ん の特徴は， 「秋の ほ う が夏よ り 痒い」 と

い う こ と て
‘
す ね． 夏はやは り 暑いて

‘‘
す し， 発散す る だ

けの状況がかな り あ る と い う こ と て
‘`
す． 夏の一番の特

徴 と い う の は湿てあ り ， 秋に な る と 乾燥てす ． 秋に な

る と ， 私た ち 正常人ても ， やは り 体内の津液 と い う の

は， ど ち ら か と い う と 相対的に少な く な っ て く る わ け

てす． 8 • 9 • 10 と い う こ の 月 ， 10月 ま ての間 と い う

の は， 夏の湿の状態か ら だんだん と 回復 し て い く 時期

に 入 っ て き ま す． 病人て も 健康 な 人ても ， や は り 同 じ

環境に い る わ けて
｀
， 私た ち 健康人ても ， 秋に な る と だ

んだん と 湿か ら 回復す る 方向に向かっ て い く ． そ う い

っ た よ う な時期に， こ の患者 さ んの場合に はだんだん

と 悪化 し て く る わ けて
‘
す．

そ う い っ た意味ては生地黄は， 養陰増液の役 目 を果

た し て い る わ けてす． 増液 と い う の は， 何の液 を増す
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か と い う こ と な んてす け れ ど も ， 血の中の液をふやす

んて
‘
す． 水を生むんてはな く て， 血の中の液をふやす

と い う こ と が一番重点てす．

● 外界環境 と 体内環境

陸 そ れを示す 言葉があ り ま す ． カ ナ メ と な る 言葉

て
‘
す．

迎人春夏挫陽， 秋冬養陰， 以従其根故 与万物浮沈 干生

長之門．

陸—春夏の根は陽に あ り ， 秋冬の根は陰に あ る ． ア

の こ と を知 っ て い る こ と が， 万物の浮沈 と 消長の一番

の カ ナ メ てあ る と い う こ と て
‘
， 長寿て き る と い う こ と

て
‘
す． 春 と か夏に は腸気を補 う ． そ し て秋 ・ 冬 に は陰

液を養 う ． そ の根本に従 う べ き てあ る ． 気候に従っ て

治療 を 変 え て い く わ けて
‘
す．

E -― 日 本ては， 秋は そ ん な に乾燥 し て な い ん て
‘
す ．

中国て も 地域差があ る と 思い ま す け れ ど も ， 特に乾い

て い る か， 湿っ て い る か と い う と ， 日 本の秋は そ ん な

に乾い て な い ． そ う い う と こ ろ は中国全土の間て ど ん

なふ う な解釈の違いがあ る のか． 古典の記載 と い う の

を そ の ま ま 考 え て い い のか． そ れ に つ い て は い かがて
‘

し ょ う か．

A ―� う こ と に な る と ， 日 本は秋雨

前線な ん て あ っ て， け っ こ う 秋は湿っ て い る んてす．

だか ら ， 本 当 に 陰力啜躁 し て き て増や さ な け ればな ら

な い よ う な状態な のか， 秋に な っ て乾燥のた め に痒 ＜

な っ て い る のか ど う か， わ か ら な い と 思 う んてす．

陸 や は り 具体的な環境 に応 じ て い ろ い ろ と 対処

し て い く 必要があ る と 思い ま す．

こ の症例て， 秋に な る と 夏 よ り も 痒みがひ ど
｀

く な る ．

し か し， ジ ト ジ ト と ず っ と 秋雨前線て， 雨ばか り 降っ

て い る と い う よ う な場合に， こ の考 え て
‘‘
合っ て い る の

か と い い ま す と ， 合 っ て い る んて
｀
す ． やは り 燥な んて

‘

す．

外の環境 と 内の環境ては違っ て い る と い う こ と て
‘
す ．

疾病が生 じ た と い う こ と は， 内 に あ る 環境が乱さ れた

と い う こ と に な る わ けてす． 夏は確実 に 汗 を か い て ，

かな り 陽気が損 な わ れて い く わ けてす． 秋に な る と ，

ジ ト ジ ト 雨が降っ て も ， 内 に あ る 環境は夏の間 に損傷

さ れた も の を あ る 程度補っ て い こ う ， 回復 し て い こ う

と い っ た時期 に 入 る わ けて
‘

す． そ の と き に雨が降ろ う

が降 る ま い が， や は り 体内 は燥 に 向かっ て い る と い う

こ と に な る わ けて
‘
す． 夏に津液 を か な り 損傷 し て し ま

っ て い る わ けてす． い く ら 雨が降っ た っ て， 内の津液

が補わ れて い く わ けては な いて
‘
す か ら ， 回復の時期に

入っ て い る ．

そ う い う 意味ては湿度はい く ら 高 く て も ， 体内の津

液が補わ れ る のては な い わ けて
‘
す ．

中署の と き な ど の場合に は， や は り 麻黄な ど は使わ

ずに， 香蓉を使 う ． 香萱 も 発汗な んてす けれ ど も ， 麻

黄は使わ な い ． し か し， 冬な ら 同 じ よ う な証ても ， 麻

黄を使っ て も 香蒻は使わ な い． 気候 と の関係に な る わ

けて
｀
す． 同 じ よ う な意味てす．

E ― ょ く わか り ま し た ．

● 処方内容の検討

陸ー一一 少 し 処方の内容 を 見 て み ま し ょ う ．

こ の な かて生地黄を使っ た と い う の は， 一番すば ら

し いて
‘
す ね． も し も こ こ て生地黄 を使わ な か っ た ら ，

56回ll尉H し た っ て， そ れに も う 1 回 14 日 分投与 し た っ

て， 絶対治 り ま せん ． こ の な かて生地黄は主薬 に な っ

て い ま す． 強壮作用 を な し て い ま す．
一番の根本てす．

こ こ に生地黄を使 っ た と い う のが一番すば ら し いて
‘
す

し ， た い し た も のだ と 思い ま す．

普通， 強壮 と い っ た ら ， 黄者 と か沙参 と か い っ た も

の を 思い つ い て も ， な かな か生地黄 ま ては出て こ な い ．

草蒻滲湿湯を処方 さ れた わ けて
‘
すが， 饂的に少なす

ぎた． 韮解 ・ 荻苓 ・ 沢潟 ・ 黄柏 ・ 牡丹皮 をみん な 6 g 

に し て い ま すが， 方剤の君 ・ 臣 ・ 佐 ・ 使の法則か ら い

っ て も ， 草解 を 目立たせ る 必要が出て く る わ けて
｀
す ．

5 つ薬が並んて
｀
い ま す けれ ど も ， そ の な かても ， や は

り 韮解 は萩苓 ・ 沢潟 ・ 黄柏 ・ 牡丹皮 よ り も 絨を 多 く す

る 必要があ り ま す ．

処方 を書 く 場合に も ， ど れが主薬てあ る べ き か， 弁

証を し て， そ の結論が ど う てあ っ たの か を は っ き り さ

せな い こ と に は ど う し よ う も な い わ けて
‘
す． こ の症例

ても ， 的は合っ て い る んてす け れ ど も ， 拭が少な い と ，

な か な か効果がな い と い う こ と も あ る わ けてす ． そ れ

は方剤が ま ち が っ て い た んてはな く て， や は り 輩が少

な か っ た と い う こ と に な る ．

斉藤—草解は ど の く ら い使い ま す か．

陸――— みん な少な い わ けて
‘

す け れ ど も （笑） ， こ れてほ

か を動か さ な い と し た場合， や は り 12 g は必要て
‘
す

ね． 荻苓 ・ 沢潟 ・ 黄柏 · 牡丹皮 を 6 g に し た場合に は，

やは り 韮解 は 12 g 必要てす ．

B 生地黄 は 12 g て
‘
い い んて

｀
し ょ う か．

陸 足 り る と は思い ま す け れ ど も ， 15 g ぐ ら い がい い

ん じ ゃ な いて
‘
すか．

例 え ば 4 日 分投与す る と し た場合， 12 g だっ た ら 計

48 g に な る わ けて
‘
す． そ れ よ り 15 g に し て 2 日 分処方

す る と 30 g てす ね． 30 g の ほ う が48 g ょ り 少な い わ け

てす けれ ど も ， 効果は絶対に そ の ほ う が強い と い う こ

と に な り ま す ．

こ れはす ば ら し い症例て
‘
， 問題な い と 思い ま す．

症例 3 アトピー性皮膚炎
斉藤一―— そ れて は ア ト ピ ー性皮／将 炎の症例 に 移 り ま

す．

こ れは最は多 く し て あ り ま す ． （笑）

症例 3

● 女， 10歳

● 初診 ： 1984年 6 月 25日 ．

● 現病歴 ： 生後間 も な く ア ト ヒ
°一性皮／i芍炎 に罹患， 足

底が最 も 痒い．

処方 ： 涼血除湿湯加減

生地黄20g, 牡丹皮 ・ 赤荀薬 ・ 苫参 ・ 滑石各 9 g. 

玄参 ・ 忍冬藤各12g, 海桐皮 ・ 白蘇皮 ・ 地1杓 子 ・ 黄柏 ・

奸Jli:各 6 g, 生甘草 3 g 



14 1 1 分投与

斉藤＿ 生まれてから，ずっと アトビー性皮］i芍炎て悩

んておりまして，特に 足の底が非常 に乾燥しています．

手の ほうも湿疹が出ております． ほかのところも出て

おりますけれ ども， 特に 手足が中心てす．

疾は涼JfiL除湿湯加減を用いました．

涼血除湿湯に玄参と ‘1-i,J·;;Jを加えました．

陸 舌は どうて‘
｀
しょう．

斉藤 ちょっと紅くて乾燥しているという感じて
‘

す．

● 7月9 日 3 ~ 4  17 I」から秤みが滅少 し た．

処方 ： 1]ij力·の加滅 生 地黄 ・ ぷ参各20g, 忍冬藤12

g, it)1·皮 ・ 赤勾薬 ・ 苫参・ 滑イi各 9 g, 疾 叙 J’. . ,J'1JJil}・

蛇床 （• ・ 黄 柏・ え和Ii:各 6 g, ' 1:- 1 1― ,',’,: 3 g 

14 17 分投与．

● 7月23日 足のほ う がさらに好転．

,iii方を投与-.

斉藤_ 2 週 間分出しまして，この森をll杖んて3~ 4 

LIたってから， 痒みが非常 にとれてお ります．

7 月9 L I に来たと き は， こ れの処）jていいんて
‘‘
すけ

れ ども， 海桐皮と白蘇皮と地／i号 r·がなかったので そ

のかわ り に疾揉子と蛇床チを使ってあります． そ れか
ら玄参の址を， 12gから20g に増やしました．

7 月23日 には足の方がさらに よくなって， 手のはう

もかなりよくなっております．

● 9月10 日 両 手の皮疹は ほとんど消辿 1四且版も顕

抒に改善． 右足底 は 乾燥 ・ 亀裂がある が， 痒みは 軽
し ‘

斉藤 1 カ ）
―
l 問， 私は H 本におりませんて

｀
したけれ

ども，今回来たところを診ましたら， ほとん ど手はな

くなってお りました． Ji.足の はうはほとん どきれいに

なっております． 右足はまだ取鉄袋 ・ 亀裂しているが，
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● 6 月25 日 ● 7 月 9 日 ● 7 月23日



秤みは非常 に1|i代 、 ．

こ の場介の 中心は， �!.' I る ( ,. ° U)' 『U) と おり 「i瓜1(11.」

で あと 「 Il，ti!II! 」 i· lk れる と し ‘ ） リビ と 忍いますけれ

ども、 もう 少 し l , 1 〈 J 〈 なる ）j社、を教えて 〈 だ さ t 、 .

（笑）

●湿と洸燥について

斉藤 そ れ と ， こ う い う カ サ カ サの場合に，i品の存

(I•と し ‘ うの は ど う い うふう に 認識すれば い いんてしょ

うか． Fの ほ う に ， ちょっとぱこ っと盛り上がって い

る 形は ， や は り湿が関係しているんてしょうか． そ こ

を教えて し 、 ただきた いんてす．

陸 ー一 ちょっと告 いてみましょう．

乾燥—湘夜不足 · • . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 「真水」
不生

湿 —水分代謝 （分滲） イ＜利……… 「）発水」 不去

陸― こ れが一番のボイントてす． 乾燥と い うのは，

鵡砂の小足を意味するものて
‘
すし，湿と い う場合には，

惰水」 が生じた こ とを い います． 代謝に よっていら

なくなった ようなものを， 汁とか尿とか にして外に 出

して いくわけてすけれ ども， その機能が失調したよう

な批合に，湿が生じてくるわけて
｀
す． そうすると， 「真

水」 が牛まれなくなると い う こ と になります． 哀水と

い うのは津液を さ す も のて
‘`
す． I尭水と い うのは湿にな

るわけて
‘
す ．

促陰とか増液と い う こ とと，滲湿 ・ 除湿と い うのは，

決して矛盾するものてはありません．

湿が体内 に 停滞して いる皮｝行疾忍な どの場合には，

皮 ド組織のあた り に ， 中1医学的に い うならば， 茄み た

いなものがあるわけてす． その一番」 ·.の皮｝将のと こ ろ

は乾燥して いるけれ ども， 養陰と い うような薬を投 与

すると， その皮府 に潤い がj·える． それとlri]IIかに除湿

の薬を投与すると治っていくわけてす．

如食と い うの はl(J1分の中の〖会を補うと い う こ とてす．

廓仮と い うのも， I（ll分の液を増すと い う こ とて
｀
す． 細

胞内外の液とか そう いった ような訟味ては， 津液とか
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l(ILと い うのは， 絶えr,i]なく体内を動いているわけてす

けれ ども， もし それが ど こ か局所に， 1分措1ても留ま

ってしまうと， そ こ のと こ ろ に問題が生じてくるわけ

てす． こ う いった ような発病 になると い う こ とは，何

時間とか何十時間と い うような時間が経過しています

のて
‘ヽ
， やはり陰液と いったようなものの不足と い うの

は出てくると思います． それが根本だと思います．

伊藤良 一一 津液不足て乾燥するのはわかりますが， こ

う い う場合にも乾燥い たしませんか．

「不布津」つま り津液が散布 さ れな い ． それからも

う一つ， 廂水がありまして， こ れが1i11害して， そのた

めに屹燥する 「廃Ik|ill布」 と い う こ とはありませんか．

陸—おっしゃるとお りて
‘
す ．

湘夜の分布と い うか， 散布が行き］川かなくなったと

い う こ となんてすけれ ども， やはり一番の根本 になる

のは，体内の陰液の不足じゃな いか と思 います．

●湿の存在 を何で判断する か

C ― こ の症例て
‘
, iMと い うのは，どの茄状を 見て判

断すれば い いんて
｀
すか．

陸 ーー やは り皮／i勺だけを 見 た のては湿があると い う

こ とはわからないてす． やは り脈とか 舌てす．

ただ，皮／村が こ う い うふうに 出っ1；kると い う こ とは，

陰液が不足していると い う こ とて
｀
す． 腰狸が閉まって

いるわけて
‘
す．

て
｀
すから， 蓑陰廓（いて蕨：埋を1井l いて， 津液を流辿 さ

せるわけてす．

E -― アト ピー性皮府炎の典刑的なかたちは，小児乾

燥型）文／杵炎のような， ザラザラ したかたちてくるのが

一般的なわけて
｀
すね． てすから，森控増液をホ体とす

ると い う こ とはよくわかるんてすけれ ども，そのなか

て
‘ヽ
， 除湿を考えなければ いけないとい うのは， どんな

ときなんて
‘‘
しょうか．

陸 ＿ 「痒 い から除湿」 てす． はかは何 に も い らな

い， と にかく痒 いと除湿てす ．

E —湿疹て
‘
，紅斑状 に盛り 1 ．

．がってくるような発疹

の場合て， 痒みを伴うようなとき には， どうしてもlill

熱と い う こ とて
｀
， 生地黄に石音とか知園とか， そう い

う潤す薬をよく使うんてすけれ ども， そ う い う場合も，

除湿を必ず加味したほうが い いんてしょうか．

陸 先ほ どおっしゃった ような，紅斑が出て，ちょ

っと膨れ上がって赤っぽい， そ う いった ような場合 に，

除湿を使うか どうかと い うのは， 舌苔を 見る必要があ

るわけて
‘
す． 黄脈てしたら， 除湿を考える必要がある．

薬を用 いる場合にも治法から定めて い くわけて
‘
す．

熱があるから石音と い う こ とじゃまず いわけて，帰経

の こ とな ども考える必要があります．

● 当 帰について

伊藤 ―なぜ当帰を加えられたんて
‘
すか．

斉藤 少し蓑血を強めようと思 いまして． こ れは辛

温てすの名あまり 多くな い よう におとなしく 6 g に

しました ．

伊藤 — 涼血と い う治法 に，なぜ温性の 当帰を加えら

れたか，ちょっと疑問に思ったんて
‘
す．

斉藤 あまり涼血 に 傾いては いけな いんて
‘
，捉l（lLを

ちょっとやりながら涼血をした いと い う感じてす．

陸 当帰は辛温てすし，こ の患者は非常 に乾燥して

いる． そ う いった怠味ては，、 丹参のほうが い いんじゃ

ないかと思うかもしれませんけれ ども， こ こ ては 当帰

がい いんて
｀
す． 反佐の役 目 を果たしているわけてす．

みんな涼薬ばかりだったらまず い ． 反佐の意味ては

当帰が こ こ てはかえって い い． 旋l(llの怠味も人って い

ます． こ のような症例て
‘
したら，涼血除湿が主体にな

るわけて
‘
すけれ ども， そ う いった、意味ては， 当帰を入

れたのは 正解だと思 います ．

丹参を人れたらだめて
｀
すね． こ こ はもう 当帰て

‘

す．

卒温反佐てす ．

●癌血の存在

安井 捐先生， 今まてのと こ ろて， 何かコメントが

ご ざ い ましたら， ぜひお顧 いした いんて
｀
す けれ ども

雀 こ の症例 に涼l(ll除湿湯を用 い たと い うのは，本

当 に すばらしし 、と思 し 、 ます．

もう一つ， 当帰 ・赤芍柴•生地黄な どが人って いる
わけて

‘
すけれ ども， 別の角度から 見て こ れらも効果が

あったんてはないか． と い うのは，多かれ少なかれ，

多少の膀血が存在して いるんてはないか． l，,i部にll重れ

があった りとか， 熱っぽ し 、とか， そういった ようなも

のは，やはり膀血だと考えられます． そういった意味

て··, 当帰も活血の作） 廿がありますし， 赤I喩梃も， 一つ

には効を奏しているんてはな いかと 考えられます．

発病してから それは ど期間が長くないから， 補気煤

の黄者とか桃仁な どは 考えな いわけて
｀
すけれ ども，も

し も，もっと発病してからの期間が長くなった りした

ような場合てすと， 陰が不足した状態がかなり及くな

ってきて， 陽も生まれなくなってくる． そう いった 、心、

味て， 補気薬な ども考えられるんてはな いかと思いま

す． 細脈があっ た り， 渋脈てあったような場合， そし

て 舌 に膀斑な どがあった勘合には， もっと活lill化齊炭

を， またはかの薬を加えて いく必要があるんじゃな い

かと思、し 、ます ．

症例 4 湿疹 ・ 歩行困難
斉藤-―― それては次の甜例て

‘
す．

症例4

●女，65淑 身長140 cm, 体的9kg

●初診：1981年 3 } ]1111

●現病歴 ： 3 年1iijから， 卜·11及部に）Jが人らなくなり，

歩行II;『にll要が1111がる ． 歩行するときは ， 右 手を）ゞ腿の

1 ー
．にi府いて， ，J訃 ［·をと ら な L 、と う まく歩 け な L ヽ． 背中

に物を背 れ うと歩きやすい．

昨q·- 7 )  J ごろ よ り11紺部に湿疹が発生 し ， 本卯 l J J よ

り ,,1,j ド11女にも発生 夕 ）jから夜間にか けて瓶秤が強

く， かきむ しると L ヽ ぅ ．

皮1村のIt乞燥が強く， 1 |渇は な い． ）ゞf史は l|
．
．常， 夜Il:J

尿は な L ヽ
・

処方：地黄飲 f•

／じ地貨・熱地黄各10g, M i,1．．鳥 8 g, 牡）·J-皮 ・ ぶ 参 ・



ヽ1'1 •M · 1' 1 (1：油 • 松 }¥ {•各5 g, 紅化 ・甘帷各 3 g 

7 I I 分投 ’j・・

藤ー3年半前てす． 症状は， 3年前か ら 下腹にカ

が人 ら なくて， 歩く と き に腰が曲がって， 背中に重し

がない と ひ と りでに曲がってしまう． 右手を大腿の上

に協いてオ ッ シ ョ オ ッ シ ョ と 歩かない と だめ． これが

・主症状て
‘
した．

しかし， 出ている皮府を見ます と ， 非常に乾燥して

いるのて
‘
, 「痒くないか」 と いいました ら ， 約1 0カ月＜‘‘

らい前か ら おなかに湿疹が出て， そ の年の 1 月か ら両

下肢に湿疹が出て， 夕方か ら 夜にかけてものす こゞ ＜ 痒

くて， か き むしる と ． 「ここは内科なのに， 皮府病も治

してくれるんてすか」 と ． （笑） 舌も乾燥していた と 思

います． 大便は正常てす． しかし， 口渇はありません．

地贄飲 了ー と いうのを使いました． 養血によって痒み

を と る と いう処方て
‘
す． 一番よく知 ら れているのは，

当帰飲子て
‘
すけれ ども， これを使いました．

中身を見てみます と ， 生地黄 ・ 熟地黄， こういうの

があります． 要するに腰ヵ渭痛くて皮｝軒が乾燥している

のて
｀
， 腎を治して， そ して湿疹も と る と いうこ と を考

えて， これが どうもよさ そ うてしたのて
‘
……． 儲は非

常に少ないてす． 昔てすか ら ． （笑）

1週間分出しまして， 3月19日に米ました．

● 3月19日 2日間服用して， 下腹部に力が入る よ う

になり，右手を大腿に骰かな く ても歩ける よ う になっ

た． 重い ものを楽に持ち上げる ことがてきる ．

下肢の掻痒は一昨 日まて
‘
だいぶよ かったが， 皮府科

の外用薬をつ け た ら悪化した．

処方 ： 前方の生 地黄・熟 地黄を15g に，何首烏を12

g に増姑し， 赤芍薬 5 g, 白蘇皮 ・ 蝉退各 3 g を加 え

た．

7日分投与．

斉藤ー 2 日ぐ ら いか ら 楽になって き ました．

近所の 人か ら ， ll要が伸 びた と びつくりされた．

52  

● 3 月11日 ● 3 月19日



杯み は， 昨 B ま てよ か っ た んだけ れ ど も ， 皮府科の

今 ま て使っ て い た外用疫 を使っ た ら 悪 く な っ た と い う

こ と てす ． I司所は 1 週問後に は悪 く な っ て お り ま す．

し か し ， 特に足背は悪 く な っ て い ま す け れ ど も ， ほ か

の足の 部分や 下腿の部分はか な り き れい に な っ て い た．

も う 少 し 補陰 を 強め よ う と 思っ て， 生地黄 と 熟地黄

を 15 g に し ま し て， 何 酋烏 も 12 g に し ま し た ． そ れに

赤灼：梃 を加 え ま し た． 白蘇皮 と 岬退 も 加 え ま し た． l 

週間分て
‘‘

す ． こ う い う 状態て
‘‘

， 非常 に 調 了ーが よ く な っ

て， 腰がす っ か り 伸びて， 歩 け る よ う に な り ま し た ．

● 3 月 26 日 2 1 1  Iiりか ら ほ と ん ど痒みがな い．

|i]方を 14 1--1 分投 り．

● 4 月 7 日 足背に湿疹が残 る が痒み な し ．

ll要がす っ か り 伸びて 歩 け る ．

斉藤 非常に経過良好て
‘‘

す ． ll要がす っ か り 伸びて楽

に 歩 け る よ う に な っ た のて
‘ヽ
， 村中の評判 に な っ て い ま

す． こ の ま ま 経過 し て い ま し たが， か な り 署い 時期 に

な り ま し た．

● 6 月 15 日 痰秤は な い が， 2 ～ 3 週間1i1jか ら 腰か ら

ドが非常にだる ＜ ， 足がほ て る ．

処方 ： 大補［会）L）Jll味

熱地黄 • 生地貨 ・ 亀板各15g, 麦1"1冬 ・ ‘l,1帰 • ,.,j疾 ・

玄 参 ・ 牡），J-皮 ・ 知l:J•各 6 g, 貨柏 • II卓各 3 g 

14 1 1 分投与．

● 6 月 30 日 腰以 ドのだる さ ・ 足の ほ て り は軽滅 し た

が， 1 週11ihiりか ら 1,1,j 了がかぶれた．

処方 ： 熱地黄15g, 牛地黄・ 1IIl ii島各 10g, ‘り'}·,,:- • 玄

参 ・ 牡）1·皮 ・ 疾叙 f ・ 知1:} • I"j疾各 6 g, 貨柏 ・ l ' l f;:t

企 ・ 糸［花 ・ 11印各 3 g. 

14 1 1 分投 与．

斉藤 6 J J  15 1 1 に 米た と き に は， 足がほ て っ て ， 腰

か ら 卜.が非常 に だる い と い う こ と て］ 大補陰丸加味を

ーII一・『使い ま し た ． 足の倦怠， 足の ほ て り は よ く な り ま
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● 4 月 7 日 ● 6 月 1 5 日 ● 9 月 22 日



し にが， 6 J l 30 !:I には「 1 週間前から両手がかぶれた」

といいましたの名また元の処方にして， 知母 ・ 黄柏

な どの消報頃Eを加えました． あと， 経過は非常によ く

なっています． 途中経過は飛ば し ます．

● 9 月 22日 掻痒な く ， 前屈時に腰が少 し痛いだけて
‘

ある ．

処方 ： 六味丸6 gと芍薬甘草湯エキ ス 5 g 

斉藤―これは要するに，先ほ ど補陰という問題があ

りましたけれ ども， 年をとって腎が虚して腎の陰虚の

強いときの痒みに対 し ては， 例えば六味丸加滅や， 一

陰煎加減といろいろとあると思いますけれ ども， こう

いう処方てよ く なった例てす．

安井 ― この症例，何か質問こぐざいますか．

D — 冷えなんか どうてすか．

斉藤一一ー冷えはありません．

冷える どころかほてる． 特に夏になりますとほて つ

て， 知母 ・ 黄柏を加えております．

D ー一 腰痛は，夏と冬と違っているということはあ り

ますか．

斉藤 そ こは， ち ょ っとよ く 聞いておりません．

安井 — 陸先生， コ メ ン ト いただ けますか．

●治療経過の意味づけ

陸 この症例に対 し て，地黄飲子 を投与さ れて効果

があったということなんてすけれ ども， そ れが， どう

して治ったのかという， そ のところについて， お話し

してみたいと思います．

この症例は 「肝腎の不足」 てす． 腰をずっと曲げて

歩かな く てはならないわけて
‘
す． 「肝は筋を主る」，そ し

て 「腰は腎の府てある」． この症例は， 肝を土体とする

疾患て， 肝血虚と営陰不足てす． そ の後に腎の症状が

生じてきたということて， 腎は続発的て
‘
す．

この地黄飲子の一番の重点は， やはり補肝腎てある

わけて
‘
す． 補陰補血の薬を使っているわけて

‘
すが， そ

れによって宵陰も自然と回復してきます．

56 

． この処方のなかて
｀
厭点となる薬は 3 つてす． 生地黄・

熟地黄 ・何首烏の 3 つが補肝腎の主薬てす． そ の次は

蓑血てす． 紅花 ・ 当帰． あと疾―様子を使っていますけ

れ ども， これは平肝の意味をもっています． 血虚生風

の場合には，養血によって痒みがとれるわけてす．
「風

を治すには， まず血を治す」 て
‘
， 血が動 く ようになる

と， 風もおのずと消えてい く ．

どれヵ涌却風薬かといいますと， 白悩蚕 ． 蝉退て
‘
す．

3 月 19日には蝉退も使っていますね． そ ういった意味

ても， この処方はかなりすばら し い．

そ して一番最後てすが， 9 月 22日 から六味丸を使っ

ているということは， ある程gg記状が落ち着いた後 を

補う意味て
‘
す． そ して芍薬 甘草湯が捉血蓑肝の役 目 を

果たしているわけて
‘
す．

一番すばら しいのは， この六

味丸と芍薬甘草湯 （笑）肝腎を強固なものにする， そ

ういった意味て
‘
， 芍薬 廿草湯もいいてすね． 最初から

最後まて考應してやられた， すばらしいことてす．

ただし （笑）， 何首烏がち ょ っと拡が少なすぎます

ね ． やはり使うんだったら30g. そ のぐらいてなかっ

たら使わないと． 生地黄と熟地黄を両方一遍に投与す

るというような症例の場合には， これも少な く とも各

15 釦 ヽ ります． やはり主薬となるものが少ないと効果

はよ く ありません．

主薬というものがしっかりと中心にバンと立ってい

れば， あとの薬はパラ パ ラてもいい． やはりこの症例

r対してキ ーボイン ト となるものて
｀
すから．

症例 5 アトピー症皮膚炎の

化膿症
斉藤一—― そ れては最後の症例て

‘
す． これはつい 3 日 前

に来た例て
‘
， まだ効果がわかりません．

症例 5

●男， 1 3歳

• 初診： 198牡F 9 月 12日

●現病歴 ： 3 歳のときからア ト ヒ°一性皮／fi 炎 に 罹患

し， 以後10年間感染を繰り返 し ， 特に頭部に膿疱・膜

抵を形成する ． 抗生物質を服用すると軽快する が，根

治 し ない．

体は細 く ， 胃 内停水がある ．

舌質は淡， 脈は滑弱．

現在頭部に腫疱状の多発性膿瘍があり，圧すると波

動状て
‘
， 発赤はない． 全身にも皮疹を見る ．

処方 ： 清肝除湿湯 ・ 升麻消毒飲加滅

忍冬藤・惹玖仁各15g, 荘瀧 ・ 白戒 ・ 滑石 ・ 萩苓 ．

金銀花 ・連矧・赤芍薬各 9 g, 黄柏 ・ 白正 ・ 蒐活 ・ 防

風 ・ 当帰 · 牛芳子 ・ 甘草各6 g 

斉藤 3日前に来たばかりてす． 3 歳のときから全身

にア ト ヒ°一性皮附炎がてきています． 写真のように，

碩がばこばこ膿んて
‘
います．

陸―この コ プのようなものは．

斉藤 膿んてます． 膿が出ています． こういうこと

をしじ ゅう繰り返しています． ほかのところも感染を

繰り返しています． 抗生物質を服むと一時お さ まると

いうことてす． だけれ ども， 基本的にはほとん ど治っ

てな く て， しじ ゅうこういうことを繰り返してお りま

す．

細い人て， 胃腸の中にも停水があって， ジャ ボジャ

ボしております． 舌も紅 く ありませんし， 牌胃気虚の

状態を示しています． 中学生て
‘
しじ ゅうこれを繰り返

して， なんとか治したいというものて
‘
すから， 治療の

要点を教えてもらいたいんてす．

●質疑応答

安井一―—陸先生からお話をうかがう甘ijに，ち ょ っと ど

なたか し ‘ろ し ‘ろと・ ・ ・ ・ ・ ・
・

A--—感染を繰り返 し ているわけて
‘
すね．

斉藤一―—何回も繰り返しています．

F — ほかの部位の感染はないんてすか．

斉藤— 手足にち ょ っとあります．

F --—上気道感染とが ・ ・ ・ · ·.

斉藤—っい 3 カ 月 前に肺炎を起こして， 2 カ 月ぐら

い入院しています．

● 9 月 1 2 日

” 



F 悪性免疫小令て
｀
そういう症状が よ く 出ますが……•

暉一 J-ILji 'fl'i.学的なことは，まだ検討しておりませ

ん．

伊藤 一 一 ーこの経過は， かなり長 いわけて
‘
す か．

疇 ―こう いうことをしじゅう繰り返して い ます．

いま 13歳て
‘
, 10年繰り返している． 特に， 6 月 から 9

月 の間が一番悪 いんて
‘
す．

B -— 冬は比較的きれいなんて
｀
す か．

疇ーー 3 日 前て
‘
，あまり詳し く 聞いておりません．

B -—頗のところは全然赤 く なってませんね．

斉藤 一ー 局所は赤 く ないんてすね．

B -—こんなに膨れているのに赤 く な いんてすね．

疇一 —部はもう破裂し そうになっています． 押す

と， グジュ グジュとし そうて
‘
…• • •． 間もな く 破裂し そ

うな感じてす． とにか く ，見たって， ウ ー ツ という感

じて
‘
す． かわ い そうな感じてね． ll嘉んてるんて‘

‘
す． こ

う いうところ，ち ょ っと押すと，膿が出てき そうて
‘.

｛荊 ー一破裂はなかなかしないわ けて
‘
す か．

剤ー一押したら切りがなさ そうで ・・・. ,.

安井— 穴はあいてないんてし ょ う．

斉藤一―— あいていません．

B ―ーとにか く ，化腺しているにしても赤 く ないし，

あまり熱の度合いは強 く ない．

疇ー一舌も脈も特に問題はない．

c ー一 食欲なんかは どうて
‘
す か．

疇一ー 食欲はいいてすね． 便も い いて
｀
す． だ け ど，

そんな太ってません． 恥水， ＜ しゃみがよ く 1，廿ます．

B ―疲れやす いとか，そういうのは伴ってないわけ

て
‘
す か， 子供だ から．

疇ー一 元気て
‘
， 食欲もわりにあるんてすね．

陸ー一＿ ｛更も正常て
‘
す か．

斉藤 一一正常てす．

陸ー一 軟らか く な いてすか．

斉藤 一 一軟らか く ないて
‘
す．

囲涵 一 ー 処）］は消肝除湿湯と升麻消粛飲の合方なん

てす か．

疇一 それは適当に，ち ょ っと抜いたり加えたりし

58 

ました． 多いナ ーなんて思． L 、ながら…· · ·.

f荊 ー一 その中から，先II ・：が 自分て
｀
処）iされたわ けて

‘

す か．

頭 ーー 要するに，i杓Ii: · 印Ii:・萩苓て除i！品をしなが

ら，残って い る感染に対して， 辿剋だとか金銀花を人

れてみたり． それ から， 特に頭のほうが中心に感染し

ておりますのて
‘
， 蒐活 ・ 防風 ・ 白茫をち ょ っと）JIIえた

と．

●弁証と処方

A— 化膿を繰り返す ようなときには，僕はやはり托

幽肖茄飲みたいなものを仙ったらと いう感じがするん

て
｀
す．

補気する必要があると思、いますね． ）く ＇れなところじ

ゃないのかな．

疇 一 黄者をと、、 さっと使わなきゃ い けないかな．

B ― 古方だったら黄各建中湯とか，やはり そのへん

て
‘・・・・ ・・． もちろん湿に対してはち ょ っと弱 L 、と思う け

れ ども．

安井一―— そろ そろこゞ怠見を・ ・ ・ ・ ・・・

陸— す ばらし いて
‘
すね．

この症例のボイ ン ト は い く つかあると思 いますが，

まず 舌が非常に淡 く ， ｝拌て油眼がある． もうすて
｀
に10

年経過している． し よ っちゅうぶり返している． そし

て， いろいろな話を1北lきましても，熱証が全然ない．
この化爬やなんかを どう解釈するかということにな

るわけて
‘
す けれ ども， 気虚て

‘
す． 桂枝／jll黄吝湯，これ

がい し 、て
｀
すね． もっとい いのは，当·J.1I}を加える．

B ―ありますね， 帰吝建中湯．

陸一 斉藤先生の処方を見ると，除湿と泊熱なんて
‘‘
す

けれ ども，これはまちが L ヽだと思 L 、ます ．

牌気虚から)j卑陽店まて
‘
に いっている． なぜ｝j叫湯J'f-:カ ‘

とい いますと， 舌て
｀
すね． 1材艇があります． 脈も弱て

‘

無）jじゃない か． 滑脈じゃないんじゃないか． （笑）

軽 く とったときに 「虚数」 といった脈じゃない かと

忍うんてす． 滑じゃな く て1、稲故

虚数というのは， 気虚の非常に典型的な脈象の一つ

て
‘
す． かなり体は弱って， そして化膿している． 津液 かても ．

や」(llも捐傷している． 触れることはてきます けれ ども， 斉藤一―- 5 1 :1 分しか出してな く てよかった ． （笑）

非常に 力は弱い． ぐっと抑えると， ほとん ど脈は感じ

とれな く なってしまう． あの舌から見ると， 脈はだい 安井 — 矢数先生が来宕て米られていますのて、 ひと

た い これじゃないかと思います． てす から弁証はJj卑陽 ことお願い します ．

虚てす．
矢数道明 ― ひとこと感想を． き ょ うは私， 没 ）j|＇及会

桂枝湯て
‘
す けれ ども， 生姜を用いずに，必ず乾姜を のメモの材料として， たいへん責任のない 、＇f．場て•,'| ’, Jli 'i

川いるべきて
‘
す ． 温陽活血てすね． 中焦の陽を温める． させていただきました．

牌陽を温めるということにもつながります．

処方：黄者30g · 当伽12g ． 乾姜12g · 白尚薬12g • 桂

枝lOg · 炎甘卓6 g · 大棗 6 個

陸-13歳て
‘
す けれ どこのぐらいは必要てす．

ll卑虚だと，血を牛むこともな く なるわ けて
‘
す． 感染

が1又復するというのは， やはり）jli’.l%:が原因しています．

根本から治療するなら， やはりこの方剤てす． 先ほ ど

斎藤先牛が書いたのは 「椋」 を治療するものて，根本

的には治らなt 、 と思 います．

斉藤＿ 局所が余り赤 く ならないんてす けれ ども，腫

れて く ると ズキンズキン熱感があって， ズキ ス
、`
キ痛い

という，ち ょ っと製感を感じたもんて
‘・
，迷ったんだ け

れ ども……． そう いう熱感があってもいいてすね．

陸＿偽の症状て
‘
す． （笑）

斉藤＿ありがとうこ冷ゞいました．

陸＿ 補気がた いせつて
‘
す． 気虚て

｀
す． 清熱除湿は効

果がないと思います．

安井 一 ―ー どうもありがとうこをざいました． 粒先生，何

かこさ•, し 、ます か．

雀 —さっきもち ょ っと膀J(11と い いました けれ ども，

これても やはり気店があると膀血も生じて く るんじゃ

ないかと感じます． そういう窓味て
｀
は， 意政仁なん か

もし ‘ し 、と思、 し 、 ます．

斉藤＿生の意―以仁て
‘
すか．

岩 ー 一 生て
‘
す．

E -— 惹―以仁に活血の働きがあるんて
‘
す か．

皆—排膿． 大黄 ・ 牡丹皮・桃仁とか， そう いったな

しかし，陸先生の， 弁証に対する即刻 ・ 1 1）11大なお答

えをお聞きして， たいへん教えられるところがこ̀‘ ざい

ました．

皮附病につ いては， 『泌方診炭の尖際』 て， 大塚先牛

が陰陽 ・表裏 ・ 虚実について図表をつ く って， 弁証を

やりました． あれはほとん ど 古方ばかりて， 私が それ

に後匪方の弁証をつ けて，学会に発よこいたしました．

その後 私が 日 本東洋区学会て
‘
, J文）将病のまとめた発

表をさせられたことがあるんてす． そのときに経方の

ほうては地黄を使う場合が少ないんてす力［ 後 Ill：方の

ほうは， 地質をよ く 使うということて
‘
， 中1 ＇及学のき ょ

うのお話と，通じるところがあると思います．

そのときも， 地黄剤を使った症例をず いぶん報岩し

たんて
‘
すが，『泌方診原の尖際』 や その後の弁証の方法

が固定的て
‘
， 自 由さがなかったんてす． き ょ うはこう

いう多方面にわたった弁証て
’ヽ
， 範11廿を広げられた中朕

学に， 非常に教えられるところがありました．

私たち，古 く からあの図表にl乱走されてしまって，

新し い 中医学の考え方となかなか ぴたっと一致しませ

んのて
｀
， 処方の転換のときに，固崖された感じておっ

たわけてす けれ ども， き ょ うのお話をお聞きし， なお，

き ょ うの処方やなんかをよ く 考えて， iiijのあの図表を

新し く 見直して， 新し く 考え直して，治釈法を進めて

し ヽきた し ‘， こうし ヽ うふうに思、 L ヽます．

き ょ うはたいへん有益なお話を承ってありがとうこ

ざ いました． お礼申しあげます． （拍 手）

安井 一―ー それては午前 中の セ ッ シ ョ ンはこの く ら い

て終わらせていただきます．
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● 1984年 9 月 19 日 二診 局所所見は， 初診よ り 変化 し

て い る
．

陸先生の教え に従っ て ．

処方 ： 黄者3 g ， 当帰 ・ 芍薬各12 g， 桂枝10 g , 炎

甘草 ・ 大棗-0-g..,. 7 一日分 と す る ．

● 9 月 28 日 グジュグジュす る の は か な り と れて き

た． おて
‘

こ の腫れ も 減少．

同処方， 10 日 分．

● 10月 1 2 日 おて こ の腫れ も 消失．

● 11月 9 日 すべてが大変 き れい に な っ た．

● 9 月 1 9 日 ● 9 月 2 8 日 ● 1 1 月 9 日

6 1  
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